

















































































































































































































































































































































































   
これらの視点を取り入れることにより、「きれいなコミュニケーションの場」を「学び合いの
場」へと変えていくことができれば、子どもたちや若者たちの間に蔓延する『学びからの逃走』
という状況を緩和していくこともできるだろう。
さらに、これらの視点は「空気を読むことの重圧」に満ちた状態を打開するための二つの手が
かりであった「一人ひとりが等しく尊重される場」、「何か共通の志をもっている集団」とも共通
している。従って、「学び合いの場」の創出は、彼らの「不安」や生きづらさの軽減にもつなが
るだろう。
さらには、「学び合いの場」の創出が、社会全体に安心感をもたらし、現代の様々な問題を快
方に向かわせる布石となること、そして未来の社会を創り出す原動力につながっていくことを期
松田・山田・吉村・賈：大学院の授業における「学び合いの場」の創出とその意義 ３１５
待したい。
補論として
補足的ではあるが、本論を学校現場や教員養成に照らして考えてみたい。
学校の中に「学び合いの場」が創出されるには、その場を創り出すコーディネーターの存在が
欠かせない。ここで紹介した授業は大学院の授業であり、院生たちはすでに学問的にも年齢的に
も成熟しているため、教員のみならず院生たちも学び手でありながらコーディネーターでもあり
得た。もちろん、小・中・高等学校などの場においても、そのように皆で創り合っていくことが
最も望ましいのだが、学び手の年齢的な問題や現状の同調圧力の強さを踏まえると、はじめから
そのような理想的な形で進むことは難しいであろう。従って、教員が意識的にその場をコーディ
ネートしていくことが非常に重要となる。つまり、教員には、「学び合いの場」をコーディネー
トできる力量が必要なのである。同時に、教員養成のための授業において、そのような力量形成
を実践的に行っていくことが必要だということなのである。
今後の課題として、学校における「学び合い」の授業、および教員養成系大学・学部における
「学び合い」のコーディネーター育成のための授業、それらの開発と実践を行うことがあげられ
る。
【注】
１）内田樹、２００７、『下流志向』、講談社や佐藤学、２０００、『「学び」から逃走する子どもたち』岩波書店など。
２）プレカリアート（不安定労働者）問題に取り組むロストジェネレーション世代の作家。
３）雨宮処凛・萱野稔人、２００８、『「生きづらさ」について 貧困、アイデンティティ、ナショナリズム』、光文社
より。
４）香山リカ・上野千鶴子・嶋根克己、２０１０、『「生きづらさ」の時代』、専修大学出版局より。
５）コミュニケーション・スキルや、意欲、創造力、そして問題解決力など、感情や人格の深部に根ざすようなあ
いまいで柔軟な諸能力。～本田由紀、２００８、『軋む社会』、双風社、２２頁より。
６）本田、２００８、同書、５３頁より。
７）雨宮は、空気を読み損ねていじめを受けてしまった者は、いじめられている時にはその事実を受け入れないよ
う感情を殺してその場をやり過ごすと言う。しかしやがて卒業後潜伏期間を経て、封印されていた感情が爆発、
具体的にはリストカットや摂食障害などとして現れる場合も多いと言及する。～雨宮・萱野、２００８、同書より。
８）松田淑子、２００８、近代成熟期の社会における学びの模索 ～授業から見える高校生のリアル～、子どもの思考
力を伸ばす、福井大学大学院教育学研究科教材開発研究会、１２２‐１３３頁・松田淑子、２０１０年、知の創造としての
授業をめざして ～授業改革へ向けての一提案～、教師教育研究 福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻
（教職大学院）『教師教育研究』編集委員会、第３巻（Vol．３）、p．２１７‐２２４など。
９）たとえば、Ｋさんたち留学生と日本人との交流の実態について話が膨らんだことがある。Ｋさんの受講してい
る他の授業でも日本人と留学生が混在しているのだが、学生同士が意見交換をする機会はない。また、留学生
が交流会に招かれることはしばしばあるが、常に単発の企画ばかりである。このような表面的なかかわりばか
りでは留学した意味が薄く、本当の意味でつながりができたとは言い難い。授業では、その現実に対する打開
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），２，２０１１３１６
策などを話し合った。
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